
中学校第３学年 数学科学習指導案

生 徒：３年生男１７名 女１７名 計３４名
指導者： 吉 田 義 一

１ 単元名 相似な図形

２ 単元について
（１）単元について

２年生では、三角形の合同条件を用いて、三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に確
かめることを学習してきた。本単元では、三角形の相似条件を用いて、三角形や平行線と比に
関する図形の性質を中心に論理的に確かめ、数学的な推論の仕方についての理解を深めること
がねらいである。合同、相似という基本的な見方をもとに、図形の性質を数学的な推論によっ
て考察する学習を通して、論理的に考察し表現する能力を確実なものにしていく。また、相似
の考えが有効である様々な場面を取り上げることで、相似の考えの活用や、数学のもつ実用性
やよさについても理解を深めることができる。

小学校では対応する角が等しく、対応する辺の比が等しくなるように大きく、あるいは小さ
くした図を「拡大図」「縮図」として学習してきている。本単元では、その図形どうしの「関係」
について広げ深める視点で進める。

（２）生徒について
生徒の理解度に関してはバラツキがある。理解力のある生徒でも、慎重なのか、自信が無い

ものなのか進んで発言する生徒は少ない。下位の生徒にはやや複雑な問題になるとあきらめて
しまう生徒が多い。２年生時に学習に対する散漫さを感じたが終盤から意識は高まってきてい
るクラスである。

（３）言語活動の充実の工夫
三角形の合同条件や二等辺三角形、平行四辺形の性質を言ったり、なぜそうなのかをうまく

説明したり、それらを用いて論証したりすることが苦手な生徒が多い。また、証明は難しくて
嫌だという意識である。

そういう生徒の実態を踏まえて、具体的な操作活動場面の設定や、説明、質問、指示をきち
んと区別して発問する工夫、指導の流れの中に自分の考えを書く場面の設定、話す（説明）場
面の設定、ノートの活用の工夫をする。

３ 単元の目標
（１）数学への関心・意欲・態度

相似の考えを活用することができるようにする。

（２）数学的な見方や考え方
三角形の相似条件を利用して、図形の性質を論理的に考察することができるようにする。

（３）数学的な技能
・図形の性質を三角形の相似条件をもとにして確かめ、表現できる。
・平行線と線分の比について、調べたり利用したりすることができる。

（４）数量や図形などについての知識・理解
図形の相似の意味、三角形の相似条件を理解している。

４ 単元の評価規準
数学への 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについ

関心・意欲・態度 ての知識・理解
・図に表して調べるこ ・相似や平行線をもと ・相似の言葉を使って、・三角形の相似条件を

とのよさに気づき、 にして、いろいろな 2 つの図形の関係を 三角形の合同条件と
相似の見方で図形を 性質を関連づけて見 的確に表現すること 関連づけて理解して
考察しようとする。 いだし、それを考察 ができる。 いる。

・相似を用いて考える することができる。 ・条件や性質を場面に ・三角形と比の性質、
ことのよさに気づき、・相似の考えを使って、 応じて的確に用い、 中点連結定理、平行
それを用いていろい 具体的な事象をより 角の大きさや線分の 線と比の性質が、三
ろな事象を考察しよ 広い視野でとらえ、 長さを、正確かつ能 角形の相似条件を根
うとする。 発展的に考察するこ 率的に求めることが 拠として関連づけて

とができる。 できる。 導かれることを理解
している。



６ 指導計画及び評価規準（１７時間扱い）
時 学 習 内 観点別評価規準
数 容 関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 技能 知識・理解

４ 相 似 な ○相似な図形に関心 ○相似な図形の性質を ○拡大図，縮図や相似の ○相似の意味，
本 図形 をもち，相似な図 見いだすことができ 位置にある図形をかく 相似な図形
時 形の性質を考えよ る。 ことができる。 の性質を理解

うとしている。 ○合同な２つの図形を， ○２つの図形の相似や対 している。
相似比が１：１である相 応する辺や角の関係を，○相似の位置に
似な図形という見方でみ 記号を用いて表したり， あることの意
ることができる。 その意味をよみとった 味を理解して

りすることができる。 いる。
○相似な図形の相似比を ○相似比の意味
求めることができる。 を理解してい

○相似な図形で，対応す る。
る辺の長さや角の大き ○「a:c＝b:dな
さを求めることができ らばa:b＝c:d
る。 である」こと

を理解してい
る。

２ 三 角 形 ○２つの三角形が相 ○三角形の合同条件を ○三角形の相似条件を用 ○三角形の相似
の 相 似 似になるための条件 もとにして，三角形 いて，相似な２つの三 条件を理解し
条件 について関心をも の相似条件を見いだ 角形を見いだすことが ている。

ち，それを調べよう すことができる。 できる。
としている。 ○三角形の相似条件や ○相似を用いる簡単な証

○三角形の相似条件 既習の図形の性質を 明において，辺や角の
に関心をもち，そ 用いて図形の性質を 関係をよみとることが
れを利用して図形 見いだし，それを証 できる。
の性質を考察しよ 明することができる。
うとしている。

１ 相 似 の ○相似を利用するこ ○日常の場面において， ○縮図をかくなどして， ○日常の場面
利用 とに関心をもち， 相似な図形の性質を 直接求められない高さ に，相似の考

高さや距離などを 利用し，問題を解決 や距離などを，相似の えを利用して
求めるときに，相 することができる。 考えを利用して求める 解決すること
似を利用しようと ことができる。 ができるもの
している。 があることを

５ 発展と関連

【１年】
○平面図形の抽出・構成
○量の大きさの直接比較，

任意単位を用いた比較
【４年】
○直線の垂直・平行
○
○対角線
○正方形，長方形の面積

【３年】
○角
○二等辺三角形，正三角形

【６年】
○拡大図と縮図
○対称な図形

【５年】
○多角形，正多角形
○三角形・平行四辺形・台

形・ひし形の面積
○図形の合同
○内角の和

【中学１年】
○平面図形
・基本的な作図の方法とそ

の活用
・図形の移動（平行移動，

対称移動，回転移動）

【２年】
○直線
○三角形，四角形
○
（辺，面，頂点）

【中学２年】
○平面図形と平行線の性質
・平行線と角の性質
・多角形の角の性質
○図形の合同
・平面図形の合同と三角形の

合同条件
・証明の必要性と意味及びそ

の方法

【中学３年】
○図形の相似
・平面図形の相似と三角形の

相似条件
・図形の基本的な性質
・平行線と線分の比
・相似な図形の相似比と面積

比・体積比
・



理解してい
る。

４ 三 角 形 ○三角形と比の性質 ○三角形と比の性質を，○三角形と比の定理を， ○三角形と比の
と比 に関心をもち，そ 平行線の性質や三角 ことばや式などを用い 定理，中点連

の性質を調べようと 形の相似条件を用い て表したり，その意味 結定理を理解
している。 て証明することがで をよみとったりするこ している。

○三角形と比の定理 きる。 とができる。
を利用することに ○中点連結定理を利用 ○三角形と比の定理を利
関心をもち，それ して図形の性質を考 用して，線分の長さを
を具体的な場面 察し，証明すること 求めることができる。
や，図形の性質を ができる。 ○中点連結定理を利用し
考察するときに利 て，線分の長さを求め
用しようとしてい ることができる。
る。 ○中点連結定理を利用し

た図形の性質の証明に
おいて，辺や角の関係
などをよみとることが
できる。

２ 平 行 線 ○平行線と比の性質 ○平行線と比の定理を， ○平行線と比の定理 ○平行線と比の
と比 に関心をもち，そ 三角形と比の定理をもと を，ことばや式などを 定理を理解し

の性質を調べようとし に証明することができる。 用いて表したり，その ている。
ている。 ○平行線と比の定理を 意味をよみとったりす

○平行線と比の定理 利用して，図形の性 ることができる。
を利用することに 質を考察し，証明す ○平行線と比の定理の証
関心をもち，それ ることができる。 明において，辺や角の
を具体的な場面 関係などをよみとるこ
や，図形の性質を とができる。
考察するときに利 ○平行線と比の定理を利
用しようとしてい 用して，線分の長さを
る。 求めることができる。

○平行線と比の定理を利
用した図形の性質の証
明において，辺や角の
関係などをよみとるこ
とができる。

２ 相 似 な ○相似な図形につい ○相似比と面積比の関 ○相似比と面積比の関係 ○相似比と面積
図 形 の て，相似比と面積 係を，図形のしきつ を利用して，相似な平 比の関係を理
相 似 比 比の関係に関心を めなどを利用して考 面図形の面積を求める 解している。
と 面 積 もち，それらの関 えることができる。 ことができる。
比 係を調べようとし ○相似比と面積比の関係

ている。 を，文字を用いて説明
することができる。

２ 相 似 な ○立体の相似に関心 ○立体の相似を，平面 ○相似な立体の相似比を ○立体の相似の
立 体 の をもち，身のまわ 図形の相似と関連づ 求めることができる。 意味を理解し
表 面 積 りから相似な立体 けて考えることがで ○相似比と表面積の比や ている。
や 体 積 を見いだし，調べ きる。 体積比の関係を利用し ○相似比と体積
の比 ようとしている。 ○相似比と体積比の関 て，相似な立体の表面 比の関係を理

○相似な立体につい 係を，立体のしきつ 積，体積を求めること 解している。
て，相似比と体積 めなどを利用して考 ができる。
比の関係に関心を えることができる。
もち，それらの関 ○相似比と体積比の関
係を調べようとし 係を，文字を使って
ている。 説明することができ

る。

７ 本時の指導
（１）目標

拡大図（縮図）とその反例の特徴を捉え比較することで図形の相似の意味を理解する。

（２）言語活動の充実のための工夫
・図形をどのように変えたかを考える場面で、個の学習場面を設定しノートに自分の考えをメ
モさせる。またグループでの学習場面も設定し交流する学習を設定する。

・一斉指導では説明、質問、指示の区別に留意して指導に当たる。



（３）展開
段階 学習活動 形態 指導上の留意点

１ 導入課題 一斉
・２つの図の関係を考える ・感覚的に「大きくした、小さくした」
① ② ③ ④ を押さえる程度で進める。

・暗算できる数字を使い、「100倍した、
導 1/100倍した」を押さえる程度で進

める。
入 反応例 ・「拡大図」「縮図」を小学校で学習し

②は①を拡大 ④は③を１００倍 てることを確認しながら進める。
(５) した図だ。(拡大図) した図だ。(拡大図)

①は②を縮小 ③は④を１/１００に
した図だ。(縮図) 縮小した図だ。(縮図)

・①と②の関係、③と④の関係で共通なことを
考える。 一斉 ・「どちらにも言える共通なこと」と

反応例 形を変えないで拡大、縮小し いう視点で質問する。
ている。

２ 学習課題 形を変えずに拡大、縮小した図形の関係について考えよう

３ 次のイ～エはアの図形と形が同じかどうか考
える

・ア→イについて考える。 ・ノートに自分の考えを書かせる。
反応例 イはアの横の長さを２倍した図形 一斉 ・マス目の数という根拠を明確にして

展 だ。 進める。
開

マス目の数で考えればいいことを確認する。
(40)

評価規準
ア→ウ、エについて考えようと
している

Cへの手だて
・ア→ウ、ア→エについて考える 対応する部分に着目するよう促す。

個別に考える。 個
反応例

ウはアの縦の長さを２倍した図形だ。 ＜言語活動の充実のための工夫＞
エはアの縦、横の長さを２倍した図形だ。 ・個の学習場面では自分の考えをノ

ートにメモする。
交流 ﾍﾟｱ ・グループでの学習場面では同じ所、

違う所を伝えながら交流し、考え
発表 一斉 を補いながら結論を出す。

４ 相似の意味を知る 一斉 ・いくつか前に出して発表させる。
ア→エのように縦、横の長さを２倍して形を
変えずに拡大、または縮小した図形をもとの
図形と相似な図形という。 ・イ→ア、イ→ウ、イ→エで簡単に縮

小を補足して定義をする。
５ 練習 カ、キはオと相似か考える。 一斉

・裏返しても合同であることを利用す
る。

一斉
６ 相似からわかることや相似であることを記号

を使って表してみる。 ・対応する辺や角を確認しながら進め
A'B'＝2AB ∠A'＝∠A る。
四角形ABCD∽四角形A'B'C'D'

７ まとめ
形を変えずに一定の割合に拡大、または縮 ・ここまでの学習内容をもとにしてま
小して得られる図形は、もとの図形と相似 とめる。
であるという。

８ ふり返り 一斉
終 相似の意味を確認する。 ・まとめを全員で読む。
末 自己評価をする。 ・視点…まとめの内容が理解できたか
(5) ９ 次時予告 どうか。

・相似な図形の作図を中心に学習する。


